
あなたから
あなたへ

■「
ア
ン
テ
ナ
」へ
の
投
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。原
稿
は
、手
紙
、は
が
き
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
し
た

も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先
／
秘
書
広
報
室

258

０
０
１
９
（
内
線
311
・
312
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 
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１
０
５
４

Ｅ
メ
ー
ル　

h
isy
o@
tow
n
.saita

m
a-m
iy
osh
i.lg
.jp

携
帯
端
末
サ
イ
ト
の
ご
案
内

ラ
イ
フ
バ
ス
の
時
刻
表
が
確
認
で
き
た
り
と
、

便
利
な
サ
イ
ト
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
し
た
携

帯
電
話
で
読
み
取
る
と
簡

単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

●第１土曜日午前８時30分から12時まで、開庁しています。（本庁・各出張所）

▲三芳小学校　三芳村の人口は、昭和40年代に入ると高度経済成長を背景に宅地開発が進み、人口は４千人
台から３倍ちかくまで急増しました。それに伴い児童数も増加して、三芳小学校では教室が不足する事態
になりました。そこで老朽化した西校舎を取り壊して、昭和44年に三芳村最初の鉄筋３階校舎が誕生しまし
た。昭和45年の町制施行時は、児童数は498人でしたが、昭和51年現校舎に改築され、現在では679人の児童
が元気に学んでいます。

左…昭和44年建築の新校舎・右…昭和29年建築の旧校舎

現在の三芳小学校

目　次
区長・副区長の紹介
　住民課からのお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２
児童福祉週間、子どもフェスティバル、
　竹間沢第２学童保育室‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ３
国保特定健康診査・後期高齢者健康診査
　生活機能評価（介護予防健診）‥‥‥‥‥ ４-５
町税･保険料のコンビニでの納付について、
　介護予防教室　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６

町の動き‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ７
教育だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８-１１
みんなのひろば‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １２-１３
ウォッチング、児童館だより‥‥‥‥‥１４-１５
お知らせ、くらしの情報‥‥‥‥‥‥‥‥ １６-２０
無料相談のお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２１
アンテナ、広報クイズ、ミニひろば‥‥‥ ２２

広 報 み よ し（ ） 

広
報
み
よ
し　

第
八
七
九
号　

平
成
二
十
二
年
五
月
一
日
発
行
・
広
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。
落
丁
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
取
り
替
え
し
ま
す
。
秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

三芳町男女共同参画推進会議委員が提言書を提出しました

【
問
題
１
】
町
に
は
、
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
三
芳
町

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
通

称
は
何
で
し
ょ
う
か
？

ボ
ラ
ボ
ラ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

輝
け
リ
ー
ダ
ー　

ジ
ュ
ボ
ラ

【
問
題
２
】
鶴
瀬
駅
西
通
り
線
の

道
路
の
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た
。

さ
て
、
何
通
り
？

み
ど
り
い
き
い
き　

み
ら
い　

ケ
ヤ
キ

【
問
題
３
】
昭
和
45
年

の
町
制
施
行
時
の
三
芳

小
学
校
の
児
童
数
は
何

人
で
し
ょ
う
？

368
人　

498
人

823
人

【
応
募
要
領
】
官
製
は
が
き
に
、

答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
と
「
広
報
み
よ
し
」
の
感
想
を

書
い
て
、
５
月
14
日
ま
で
に
左
記

へ
。（
当
日
消
印
有
効
）

【
あ
て
先
】
〒
354

８
５
５
５

三
芳
町
大
字
藤
久
保
１
１
０
０
番

地
１　

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

【
記
念
品
】
全
問
正
解
者
10
人
に
。

【
４
月
号
の
答
え
】

問
題
１

　

問
題
２

　

問
題
３

（
応
募
総
数
27
通
、
正
解
27
通
）

【
正
解
者
】
広
報
ク
イ
ズ
正
解
者

の
発
表
は
、
当
選
者
へ
の
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

広報クイズ

１
日　

水
防
月
間

　
　
　

消
費
者
月
間

　
　
　

 

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

月
間

３
日　

憲
法
記
念
日

４
日　

み
ど
り
の
日

５
日　

立
夏

　
　
　

こ
ど
も
の
日

　
　
　

児
童
福
祉
週
間（
〜

日
）

９
日　

看
護
週
間
（
〜

日
）

日　

愛
鳥
週
間
（
〜

日
）

日　

国
際
生
物
多
様
性
の
日

日　

世
界
禁
煙
デ
ー

5　月　の　こ　よ　み

★
広
報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

１
ヶ
月
に
１
回
と
な
り
、
期
待
も
倍

に
な
り
ま
す
。
ゴ
ミ
収
集
日
程
表
も

拡
大
さ
れ
て
助
か
り
ま
す
。
（
北
永

井
Ｓ
さ
ん
）

★
60
歳
を
過
ぎ
て
、
骨
粗
し
ょ
う
症

を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
。
健
康
百

科
で
特
集
し
て
頂
き
、
と
て
も
役
に

立
ち
ま
し
た
。
検
査
に
も
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
藤
久
保
Ｋ
さ

ん
）

★
「
技
の
文
化
財
」
の
記
事
を
関
心

深
く
読
み
ま
し
た
。
職
人
さ
ん
の
技

は
、
ま
さ
に
文
化
財
だ
と
思
い
ま
す
。

（
藤
久
保
Ｍ
さ
ん
）

●
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
・
エ
ブ
リ
デ
ィ

▽
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
を
始
め
ま
せ

ん
か
？
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
は
社
交

ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
を
指
示
用
語

と
共
に
踊
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
伝
わ

っ
た
ダ
ン
ス
で
す
。
経
験
の
な
い

人
も
仲
間
づ
く
り
で
参
加
し
ま
せ

ん
か
？
▽
日
時
／
毎
週
水
曜
日
、

午
後
１
時
〜
４
時
▽
場
所
／
藤
久

保
３
区
第
２
集
会
所
（
三
芳
診
療

所
近
く
）
▽
月
会
費
／
２
千
円
▽

連
絡
先
／
泉

080

６
５
８
５

９
１
８
８
・
堀
越

258

７
９
０
０

●
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
員
募
集
！

▽
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
▽
日

時
／
火
曜
日
（
年
間
36
回
）
午
後

３
時
〜
５
時
（
学
年
別
）
▽
場
所

／
三
芳
町
総
合
体
育
館
▽
対
象
／

年
少
児
〜
小
学
生
低
学
年
ま
で
▽

内
容
／
陸
上
・
跳
箱
・
マ
ッ
ト
・
縄

跳
・
ボ
ー
ル
・
鉄
棒
な
ど
、
基
礎
か

ら
段
階
を
経
て
少
し
ず
つ
難
易
度

の
高
い
種
目
へ
と
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
指
導
者
は
、
プ
ロ
の
先

生
（
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ 

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
）
を

呼
ん
で
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
▽
連
絡
先
／
上

田

090

３
５
２
３

３
９
５
１

●
自
由
参
加
型
フ
ッ
ト
サ
ル
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
▽
ど
な
た
で
も
参
加
可

能
で
す
。
集
ま
っ
て
フ
ッ
ト
サ
ル
の

試
合
を
し
ま
す
。
初
心
者
、
女
性
の

方
、
見
学
大
歓
迎
で
す
！
▽
日
時

／
４
月
16
日

〜
３
月
末
ま
で
、

午
後
７
時
30
分
〜
10
時
▽
場
所
／

三
芳
町
総
合
体
育
館
▽
毎
週
２
回

ほ
ど
、
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
▽
参

加
費
／
500
円
の
み
（
コ
ー
ト
代
、
ビ

ブ
ス
レ
ン
タ
ル
代
）
▽
連
絡
先
／

富
澤

270

９
７
５
１
・
Ｅ
メ
ー
ル

m
iy
osh
i.footsal@

g
m
ail.com

●
「
彩
の
友
」
第
12
回
作
品
展
▽
み

ず
み
ず
し
い
透
明
水
彩
絵
の
具
で
描

い
た
作
品
で
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
／
５
月
12
日

〜
19
日

▽

場
所
／
藤
久
保
公
民
館
ロ
ビ
ー
▽
現

在
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
見
学

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
▽
連
絡
先

／
瓜
生

258

７
２
５
７

●
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
医
療
相
談
会
▽

日
時
／
５
月
20
日

、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
▽
場
所
／
朝
霞
保
健

所
会
議
室
▽
講
師
／
狭
山
神
経
内

科
病
院
（
院
長
齋
藤
光
典
先
生
）▽

会
員
募
集
。
病
気
療
養
で
一
人
で
悩

ん
で
い
る
方
、
毎
月
定
例
会
（
交
流

会
）開
催
、
情
報
交
換
は
活
発
で
す
。

▽
年
会
費
／
千
円
▽
相
談
会
／
入

場
無
料
▽
見
学
自
由
、
興
味
の
あ

る
方
入
会
歓
迎
。
▽
相
談
会
は
あ

ら
か
じ
め
会
員
の
疑
問
質
問
に
そ

の
場
で
答
え
を
だ
す
Ｑ
＆
Ａ
で
行

い
ま
す
。
▽
連
絡
先
／
荻
島

258

３
３
８
８

●
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
お
誘
い
▽

藤
久
保
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
は
、
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

健
康
な
社
交
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
ょ

う
。
▽
日
時
／
５
月
16
日

、
午
後

６
時
〜
９
時
▽
場
所
／
三
芳
町
総
合

体
育
館
３
階
多
目
的
室
（
駐
車
場

有
）
▽
会
費
／
千
円
（
飲
物
有
）
▽

連
絡
先
／
久
保
倉

258

６
７
５
１

会
員
募
集

お
い
で
く
だ
さ
い

●人口と世帯（平成22年3月末）●人口／38,258人　●男／19,254人　●女／19,004人　●世帯数／15,228世帯

係
か
ら
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住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
不

正
取
得
を
防
ぐ
た
め
に
、
本
人
以

外
の
第
三
者
や
委
任
状
を
持
っ
た

代
理
人
に
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
の

交
付
を
し
た
場
合
、
本
人
へ
通
知

す
る
制
度
を
６
月
か
ら
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

通
知
を
希
望
す
る
人
は
事
前
の

登
録
が
必
要
で
す
。

６
月
か
ら
「
本
人
通
知
制
度
」
を
実
施
し
ま
す

◆
対
象
者

　

三
芳
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

　

三
芳
町
に
本
籍
の
あ
る
人

◆
登
録
方
法

　

本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
て
、
住

民
課
住
民
係
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
基

カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

登
録
は
無
料
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

住
民
課
（
内
線
142
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 
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１
１
０
１

【
制
度
の
流
れ
】

登
録
↓

↑

通
知

↑

請
求

交
付
↓

本　人

第三者

【補助の対象となる方】三芳町の後期高齢者医
療被保険者で申込日までの後期高齢者医療保険
料の納期到来分を完納されている方　
【補助の申込方法】人間ドック（脳ドック）を
実施している医療機関へ予約をしてから、後期
高齢者医療被保険者証を持参のうえ住民課保険
年金係へ申請してください。
●指定医療機関で受検する場合…補助金受給者
証をお渡しします。●指定医療機関以外で受検
する場合…検査時に検査料を支払い、後日請求
書に領収書を添えて請求いただき銀行等の口座
へ補助金が振り込まれます。
【補助限度額】補助金は一人につき年１回（４
月から３月の間）で、検査料の２/３の金額で
25,000円が限度となります。なお、「人間ドッ
ク」と「脳ドック」は同一年度内に受診するこ
とができますが、その場合の補助金額は合計で
25,000円となります。
問い合わせ　住民課（内線153・154）
　　　　　　FAX 274 1101

４月から後期高齢者医療被保険者の方の人間ドック
（脳ドック）検査料の補助制度が始まりました。

区　名 職　名 氏　名 電　話

上　富
第１区

区　長 鈴木　松男

副区長 中西　哲弥

副区長 田畑　忠良

上　富
第２区

区　長 青木　茂夫

副区長 橋　　誠

副区長 早川　秀樹

上　富
第３区

区　長 金子　賢次

副区長 西尾　勝治

副区長 島　吉明

北永井
第１区

区　長 小山　　茂

副区長 山田　　剛

副区長 船津　輝佳

北永井
第２区

区　長 小西　雄三

副区長 山口　純一

副区長 田中　好明

北永井
第３区

区　長 菊地　勝夫

副区長 入江　義勝

副区長 山田　忠幸

藤久保
第１区

区　長 寺尾　雅治

副区長 高橋　　博

副区長 山口　和男

区　名 職　名 氏　名 電　話

藤久保
第２区

区　長 川田　　茂

副区長 岩根　利夫

副区長 伊藤　敏彦

藤久保
第３区

区　長 西内　一夫

副区長 西澤　一

副区長 安島　庄一

藤久保
第４区

区　長 鈴木　敏夫

副区長 正木　喜重

副区長 鈴木　　明

藤久保
第５区

区　長 塚田　伸介

副区長 渡邉　敏昭

副区長 草野　紀子

藤久保
第６区

区　長 瀧澤　則彦

副区長 松島　　守

副区長 小島　光夫

竹間沢
第１区

区　長 池上　陽一

副区長 山田　　稔

副区長 石井　好夫

みよし台
第１区

区　長 三谷　俊秀

副区長 石川　春美

副区長 榎本　直彦

　平成22年度の三芳町行政連絡区の区長・副区長は次のと

おりです。なお、区長会長に寺尾雅治氏、副会長に菊地勝

夫氏と川田茂氏、会計に西内一夫氏、監査に小西雄三氏と

金子賢次氏がそれぞれ選出されました。（敬称略）

問い合わせ　地域振興課（内線267・268）FAX 274 1053

区　長
副区長の紹介

平成 年度

　現在、竹間沢小学校の校庭南側に建てられている

竹間沢第１学童保育室のとなりに竹間沢第２学童保

育室が新設され、４月１日 よりスタートしました。

　今までは、定員35名でしたが、定員40名の第２学

童保育室ができたことにより、合わせて定員75名に

増えました。広々としたフローリングの床なので雨

の日など、安心して思いきり遊んでいます。また毎

日の生活も快適に楽しくすごせています。第１学童

と第２学童の間にある花壇のパンジーも子ども達の

帰りを楽しみに毎日待っています。

　学童保育室に興味、関心をお持ちのお父さん、お

母さんぜひ見学に来てください。

保育時間

◆平日保育（月～金）

放課後～午後６時30分

◆土曜保育

午前８時30分～午後４時

◆一日保育（春・夏・冬休み）

午前８時～午後６時30分

※学校が振替休業や臨時休業日の場合

午前８時30分～午後６時30分

問い合わせ　竹間沢学童保育室（第1･第2）

　三芳町竹間沢550番地1　 258－3779

【事務局】北永井児童館　 258－9962

竹間沢第２学童保育室が開室しました!!

▲竹間沢第２学童保育室

児童 福祉 週
間

　子どもたちが健やかに育つこと、これは社会の宝である子どもたちに対する国民全体の願い

であり、すべての子どもたちが家庭や地域において、豊かな愛情に包まれながら、夢と希望を

もって、未来の担い手として、個性豊かに、たくましく育っていけるような環境・社会を作っ

ていくことが重要です。毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「児童福祉週間」と定め

ています。それにともない、町では、「子どもフェスティバル」を開催しています。

　また、（財）こども未来財団が児童福祉の理念を広く啓発する標語を募集し、全国から応募

のあった4,535作品の中から下記の作品が平成22年度の最優秀作品に選ばれました。

問い合わせ　社会教育課（内線515）FAX 274 1056

平成22年度「児童福祉週間」標語　最優秀作品
「地球はね  笑顔がつまった  星なんだ」　 宇野  絢子 さん（11歳・滋賀県）

５月５日(水)～11日(火)

テーマ

「かがやけみよし！Boys＆Girls 2010」

　～あつまろう　みんな友達　夢ひろば～

【主催】　

・三芳町子どもフェスティバル

　実行委員会

・三芳町

・三芳町教育委員会

【問い合わせ】

　社会教育課（内線514・515）

　FAX 274 1056

第31回
子どもフェスティバル

日時　５月９日

　午前９時30分～午後１時

予備日　５月16日

場所　三芳町立運動公園



国保の特定健康診査・後期高齢者健康診査
　★★★6月からはじまります！　早めの受診をお勧めします！★★★

　生活習慣病の前段階であるメタボリックシンドロームを予防するために、40歳

以上の方に「特定健康診査」、75歳以上の方に「後期高齢者健康診査」が実施さ

れます。

対象

　◆40～74歳の方　「国保の特定健康診査」

　◆75歳以上の方　「後期高齢者健康診査」及び（生活機能評価）

持ち物　　国民健康保険の保険証又は後期高齢者医療保険証、受診券、

　自己負担金（1,000円）

健診期間　　平成22年６月１日 ～11月30日

　◆平成22年度中に75歳の誕生日を迎えられる方は、誕生月によって健診期間

　が変わります。受診券と一緒にお知らせ通知が送付されますので、通知にしたがって受診してください。

受診の流れについて

　 受診券等の送付　　５月中に「受診案内・受診券・実施医療機関一覧表」が送付されます。

　 特定健康診査の申込み　　実施医療機関へ連絡して健診の日時を予約してください。

　　※10月～11月は、医療機関が混み合いますので早めの受診をお勧めします。

　 特定健康診査の受診　　受診当日は、保険証・受診券・自己負担金（1,000円）を持参してください。

＜受　診　項　目＞

　基本健診項目　　　問診、身体計測（身長、体重、ＢＭＩ、腹囲）、血圧測定、

　　　　　　　　　　尿検査、血液検査、（脂質、肝機能、糖、貧血、腎機能等）

　町付加健診項目　　貧血検査、心電図検査

　詳細な健診項目　　眼底検査

　　　　　　　　　　（前年度の特定健診の結果により受診）

　 結果のお知らせ　　受診医療機関から受診結果についての説明があります。

　 特定保健指導の通知　　国保の特定健診（40歳から74歳）受診の方

　 ※このままの生活を続けると生活習慣病の危険が高まる方やその可能性のある方には、「特定保健指導のご案

内」が送付されます。詳しくは、案内通知をご覧いただき申し込みしてください。

　 基本健診項目の結果により「積極的支援」または「動機付け支援」となり、管理栄養士、保健師が継続支援し

ます。

　 特定保健指導の実施　　国保の特定健診（40歳から74歳）受診の方

　　※特定保健指導の詳細については、案内通知をご覧ください。

問い合わせ

　■健診の問い合わせ　　住民課保険年金係（内線154～157）

　■特定保健指導の問い合わせ　　保健センター　 258 1236

　 ※後期高齢者医療制度加入の方は、埼玉県後期高齢者医療広域連合から三芳町が委託を受け健康診査を実施し

ています。

★生活保護を受けている方の健診について

　生活保護者の方を対象とした健康診査については、福祉課福祉係から個別に受診券が配布されます。

　■生活保護者の健診の問い合わせ　　福祉課福祉係（内線172）

★その他の保険に加入している方は、各保険者にお問い合わせください。

広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

生活機能評価（介護予防健診）
　「基本チェックリスト」を記入し、年齢とともに現れる心身の機能（運動機能

や口腔機能、栄養状態等）の衰えているところを早めに知り、いつまでも健やか

に過ごせるよう介護予防に取り組むための健診です。

＊「基本チェックリスト」は、生活状況や運動機能、栄養状態などに関する25個

の項目に「はい」か「いいえ」で答える質問票です。

 受診券等の送付　　「基本チェックリスト」の結果、生活機能の低下が予測される方に「生活機能評価受診券

（票）」をお送りします。

　＊ 「基本チェックリスト」は75歳以上の方で、介護保険の介護認定を受けていない方に郵送しております。

（「基本チェックリスト」の結果、生活機能評価（介護予防健診）が必要ない方への連絡はおこないません。）

　＊ 体力に自信がない方や、足の筋力の衰え等を心配されている方で、「基本チェックリスト」を希望される方

は、地域包括支援センターにお問い合わせください。（対象は65歳以上の方です）

生活機能評価の受診申込み　　実施医療機関へ連絡し、健診の日時を予約してください。

　医療機関によっては、予約が必要ない場合もあります。　『受診期間は６月１日～11月30日です』

 生活機能評価の受診　　受診当日は､健康保険証･受診票（券）･「基本チェックリスト」を持参してください。

生活機能評価については、自己負担はありません。

　　　　　健診項目　　問診、身体計測、血圧測定、理学的検査、心電図、貧血検査、

　　　　　　　　　　　血清アルブミン検査

　　　　　　　　　　　医師の判定（生活機能の低下の有無・介護予防プログラム参加の可否）

結果のお知らせ　　健康増進課より「生活機能評価受診結果について」を郵送によりお知らせします。

　 ※医師の判定により生活機能の向上が必要と判断された方には、地域包括支援センターより個別に「介護予防

教室」のご案内をします。

　日ごろの生活の中で気になっている健康状態などについて、お気軽にご相談ください。

　■生活機能評価（介護予防健診）の問い合わせ　

　　健康増進課　地域包括支援センター　（内線188・189）

三芳町内実施医療機関

医療機関名 住　　　所 電　　　話

1 あさの内科クリニック 三芳町みよし台6－14 274－6221

2 埼玉セントラル病院 三芳町上富2177 259－0161

3 富士内科クリニック 三芳町藤久保16－15 257－0601

4 三芳診療所 三芳町藤久保3990－5 258－6713

5 安田医院 三芳町上富402－5 258－3251

6 山田内科クリニック 三芳町北永井3－11 259－4462

7 三芳野病院 三芳町北永井890－6 259－3333

8 イムス三芳総合病院 三芳町藤久保266－1 258－2323

9 遠山脳神経外科 三芳町北永井997－5 274－7666

10 こうの医院 三芳町北永井694－5 257－8187

※富士見市・ふじみ野市の実施医療機関でも受診できます。



町 の
動 き

　　　コンビニエンスストアでの
　　　　　　収納を開始します!!

問い合わせ　 ●税務課（内線126･127）／町民税･県民税（普
通徴収）・固定資産税・都市計画税・国民健康保険税
●健康増進課（内線184～187）／介護保険料
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図
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収
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す
る
も
の
で

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

納付場所
○セブン-イレブン
○ローソン
○ファミリーマート
○サンクス
○サークルＫ
○デイリーヤマザキ
○ヤマザキデイリーストアー
○ミニストップ
○am／pm
○ポプラ
○生活彩家
○くらしハウス
○スリーエフ
○コミュニティ・ストア
○セーブオン
○スリーエイト
○ＭＭＫ設置店の全国店舗

介 護 予 防 教 室 の ご 案 内
いつまでも自分らしく輝きましょう。
問い合わせ　健康増進課　地域包括支援センター（内線188・189）

　人間の筋力や骨密度は、 ～ 歳頃をピークに徐々に
低下し、 歳を過ぎる頃から急激に低下していくといわ
れています。
　以下の質問（基本チェックリストの運動機能の部分）

に、３つ以上該当する方は運動器の機能低下に注意が必

要です。

　全身の筋力や持久力、バランス力をきたえる運動器の

機能向上は、元気な今のうちから続けて行くほど効果が

上がります。

●質問
Ｑ１）階段を手すりや壁につたわらずに昇っていますか。
　　　「いいえ」の方

Ｑ２）椅子に座った状態から、何もつかまらず立ち上が
　　　っていますか。　「いいえ」の方
Ｑ３）15分ぐらい続けて歩いていますか。　
　　　「いいえ」の方

Ｑ４）この１年間に転んだことがありますか。
　　　「はい」の方

Ｑ５）転倒に対する不安は大きいですか。　
　　　「はい」の方

「元気フレッシュサークル」
（運動器の機能向上プログラム）参加者募集

「運動を始めたい」と思っている方、新たな１歩を一緒に踏
み出しましょう。
日程　５月24日 ・31日 、６月７日 ･14日 ・21日
　（５回コース）　　　時間　午後１時20分～２時40分
内 容　ストレッチ・マシンを使った運動体験、健康について
の講話（体力に自身がない方も、自分に合った運動をイン
ストラクターが一緒に相談にのります）

場所　カーブス　ウニクス三芳（ウニクスの１階）
　三芳町大字藤久保855 403
定 員　15名（現在スポーツジムに参加していない方を優先し
ます）　対象　65歳以上の方　　費用　無料
持ち物　運動靴（内履き）・タオル・水分補給用の飲み物
申込み・問い合わせ　
 　健康増進課　地域包括支援センター（内線188・189）
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し
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４
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９
２
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３
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５
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２
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９
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○
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／
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／
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／
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○
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／
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○
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／
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○
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○
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／
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三
○
○
○
円
／
三
月
二
五
日

　

安
田
道
子

▽
五
万
円
／
三
月
二
五
日

　

有
限
会
社
阿
部
商
事

▽
一
七
四
六
円
／
三
月
三
一
日

　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

（
愛
の
福
祉
基
金
と
し
て
）

　
　
　

│
│
│
│ 

社
会
福
祉
協
議
会

▽
一
万
円
／
四
月
一
日

　

高
田
幸
雄

（
福
祉
の
寄
附
と
し
て
）

│
│
│
│ 

福
祉
課

▽
富
士
塚
公
園
内
・
マ
ロ
ニ
エ
植
樹
及

　

び
藤
棚
一
式
／
三
月
二
七
日

　

三
芳
町
商
工
会

▽
木
ノ
宮
子
供
広
場
内
・
藤
棚
一
式
／

　

三
月
二
七
日

　

三
芳
町
商
工
会

（
物
品
寄
附
と
し
て
）

│
│
│
│ 

都
市
計
画
課

　

５
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
す

　

赤
十
字
は
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
り
国
境
・
宗
教
・
人
種
を
越
え
て
、
人
の

命
の
尊
厳
を
守
る
た
め
、
様
々
な
人
道
的
活

動
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
毎
年
５
月
を
「
赤
十

字
運
動
月
間
」
と
定
め
、
赤
十
字
の
理
念
や

活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
世
界
赤

十
字
デ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
赤
十
字
社
員
増

強
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
の
国
際
救
助
活
動
や
国
内

の
災
害
救
助
活
動
、
救
急
法
等
の
講
習
普
及

事
業
、
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
様
々

な
活
動
は
、
赤
十
字
の
理
念
や
活
動
に
ご
賛

同
い
た
だ
い
た
「
社
員
」
か
ら
の
社
費
や
寄

付
金
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

運
動
期
間
中
は
、
町
内
会
・
自
治
会
等
の

ご
協
力
に
よ
り
「
社
員
」
へ
の
加
入
と
、
活

動
資
金
納
入
の
お
願
い
の
た
め
、
ご
家
庭
を

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
重
ね
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
三
芳
町
分
区

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
（
内
線
172
・
173
）

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

老齢基礎年金を受けるためには…
国民年金

【１】最低25年以上、保険料納付期間等が必要です。

　 国民年金保険料を納めた期間

　 国民年金保険料の全額免除や多段階免除［※１］、

　若年者納付猶予、学生納付特例を受けた期間

　 第３号被保険者期間

　 厚生年金、共済組合の加入期間

　 任意加入できる人がしなかった期間（カラ期間）

～ を合わせて25年以上必要です。

［※１］一部免除の承認を受けた月でも、一部納付額の

保険料を納めない月は未納期間となります。

【２】原則として65歳から受けられます。

例外として「繰上げ請求」と「繰下げ請求」の制度があ

ります。

●繰上げ請求→希望すれば60歳からでも減額された年

金を受けられる制度

注意…障害基礎年金の請求ができない、寡婦年金が受け

取れないなどの給付制限があります。

●繰下げ請求→希望すれば66歳以降に遅らせて増額し

た年金を受けられる制度

注意…振替加算も繰下げになる、65歳に達したときや65

歳以降に老齢の年金以外（例：遺族厚生年金）の受給権

を得た場合は繰下げ請求ができません。

■両制度とも、一度決まった支給率（年金額）は一生変

わらないので注意が必要です。

【３】年金額

加入可能年数（40年間）を納めると、年額792,100円で

す。（平成22年度額）

●付加保険料を納めた人には、老齢基礎年金に次の額が

加算されます。

付加年金額（年金額）＝200 円×付加保険料を納めた月数

【４】受け取るための手続き先

●国民年金の第１号被保険者期間のみの人

→市区町村の国民年金係へ

●上記以外の人（第３号被保険者期間を有する人や、厚

生年金の加入期間がある人）

→年金事務所へ

問い合わせ　住民課保険年金係（内線153～158）

（ ）町 の 動 き

町政のさまざま
な動きをお知ら
せします。



　

三
芳
町
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
通
称
「
ジ
ュ
ボ
ラ
」

は
、
町
内
に
在
住
の
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
で
、
様
々
な
講
座
や
研
修
会
へ
の
参
加
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

へ
の
協
力
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
も
協
力
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

身
近
な
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
青
少
年
健
全
育
成
活
動
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
加
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
自
主
性
・
主
体
性
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ジ
ュ
ボ
ラ
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　三芳町ジュニアボランティアリーダーには、現在約 名の
中学・高校生が在籍し、年数回の研修会を主体として活動
しています。主な活動内容は、救急救命講座、「子どもフェ
スティバル」への出店、レクリエーション講座、宿泊キャン
プなどです。そのほか、小学生の「チャレンジアドベンチャ
ー」「ジュニアリーダーキャンプ」「夏休み探検隊」への協
力や、成人式の受付を行っています。

平成 年度 活 動 予 定 ＊
子どもフェスティバル（５月）

　 　わたがしコーナーの担当など、進行のお手伝

いをします。

夏休みみよしまち探検隊（８月）
　 　夏休みの小学生向けイベント「ジュボラとあ

そぼう」で、森林公園へバスツアーに行きます。

 チャレンジアドベンチャー・ジュニアリーダー
キャンプのお手伝い（８、９月）

　 　一泊で行われる、小学生対象キャンプなどの

お手伝いをします。

救急救命講座（10月）
　 　模型人形を使い、人口呼吸・心臓マッサージ

の方法、ＡＥＤの使い方を習得します。

宿泊研修会（未定）
　 　ジュボラ単独のキャンプです。野外での調理

実習やレク研修を中心に行います。

成人式受付（１月）
　 　文化会館コピスみよしで開催される、成人式

の受付を行います。

レクリエーション研修（２月）
　 　ニュースポーツなどのレクリエーションを

行い、その後来年度の活動について話し合いま

す。

→

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
修

　あなたもジュボラ
の仲間になって、
様々な行事に参加し
てみませんか!?

←↑ 子どもフェス

ティバルの様子

←↑ 夏休みみよし

まち探検隊

←↑ 宿泊研修会

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
中
学
生
・
高
校

生
な
ら
ど
な
た
で
も
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
役
場
５
階
に
あ
る
社

会
教
育
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
電

話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
学
校
行
事
や
部
活

動
を
優
先
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
今
後

の
予
定
を
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課
（
内
線
５
１
５
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

274

１
０
５
６

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
に
は
？

【昨年度の活動紹介】

５月　子どもフェスティバル

７月　普通救命・ＡＥＤ講座

８月　夏休み探検隊

　　　チャレンジアドベンチャー

９月　ジュニアリーダーキャンプ

　　　宿泊研修会

１月　成人式受付

３月　ユニバーサルホッケー体験研修

●
三
芳
東
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　

柴
山　

祥
太
君

　

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ

ー
（
ジ
ュ
ボ
ラ
）
で
は
、
青
少
年
相

談
員
の
方
々
の
お
手
伝
い
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容

に
は
、
宿
泊
研
修
会
や
ス
ポ
ー
ツ
体

験
な
ど
も
あ
る
の
で
、
メ
ン
バ
ー
間

の
交
流
を
深
め
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。
個
性
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
が
揃

っ
て
い
て
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

ぜ
ひ
ジ
ュ
ボ
ラ
に
入
っ
て
一
緒
に
活

動
し
ま
し
ょ
う

●
高
校
生　
　

宮
川　

侑
也
君

　

私
た
ち
は
共
に
協
力
し
て
仲
良

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
自
然
ゆ
た
か
な
場
所
で
す
る
キ

ャ
ン
プ
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
大
変
で
す
が
、
と
て

も
楽
し
い
の
で
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

●
三
芳
中
学
校　

　
　
　
　
　
　

唐
牛　

見
優
さ
ん

　

ジ
ュ
ボ
ラ
は
違
う
中
学
の
子
と

仲
良
く
な
れ
る
し
、
キ
ャ
ン
プ
や
小

学
生
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
す
ご

く
楽
し
い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
だ
よ
♪

気
軽
に
入
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で

す
☆
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
し
ょ

う
！
待
っ
て
ま
ぁ
す
☆

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

ホストファミリー・ボランティア募集
　町では、国際理解教育の一環として、オーストラリアからの親善訪問団を受け入れています。今年は、

ブリスベン市のアスコット小学校から12名の小学生と２名の先生が来日します。

　そこで滞在中、ホームステイ先14家庭を募集します。

■期間　６月28日 ～７月６日

■訪問団　

　男児５名、女児７名（10、11歳）、引率者２名（女性）

■募集について

　次の１、２の方々を募集します。

【１】滞在期間中、受け入れていただける家庭

　 期間中の食事等はホームステイ先の負担になります。

　 訪問児童については、原則として同年代（小学校４年～高

校生）の方（ホストブラザー・シスター）のいる家庭。

　 家庭の中で日常英会話ができる方がいる家庭が望ましい。

【２】滞在中の通訳（ボランティア）として若干名

■募集期間　５月21日 まで

■問い合わせ　学校教育課（内線522）FAX 274 1056

■日程
<６月>
28日 　三芳町役場到着

　　　　ホストファミリーと対面

29日 　小学校訪問、歓送迎会

30日 　小学校訪問、歴史民俗資料館見学

<７月>
１日 　ディズニーランド（都内泊）

２日 　都内めぐり

　　　 （三鷹の森ジブリ美術館）

３日 　

４日 　　　

５日 　体験学習

６日 　帰国

ホストファミリーと過ごす

輝け ジュボラ！
教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

｝



中央図書館　 ２５８-６４６４
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【
転
入
】

■
小
野　

富
男

三
芳
町
立
三
芳
小
学
校
教
頭

（
毛
呂
山
町
立
毛
呂
山
中
学
校
教

頭
）

■
鈴
木　

泰
生

三
芳
町
立
竹
間
沢
小
学
校
教
頭

（
富
士
見
市
立
み
ず
ほ
台
小
学
校

主
幹
教
諭
）

■
中
村　

勉

三
芳
町
立
三
芳
中
学
校
教
頭

（
富
士
見
市
立
水
谷
中
学
校
主
幹

教
諭
） 教

職
員
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
で
、
三
芳
町
教
職
員
の
人
事
異
動
が
発
令

さ
れ
ま
し
た
。

　

異
動
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

※
（　

）
は
前
職
、
管
理
職
の
み
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
内
線
521
・
522
）

　

『
読
書
の
時
間
を
大
切
に
し
な
さ

い
。
一
冊
の
本
と
の
出
会
い
が
あ
な
た

の
生
き
方
を
変
え
て
く
れ
る
こ
と
だ
っ

て
あ
り
ま
す
。
』
（
ジ
ョ
セ
フ
・
マ
ー

フ
ィ
ー
）

　

皆
さ
ん
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
毎
年
４

月
23
日
は
、
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
子
ど
も
の
読
書
活
動

が
、
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表

現
力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な
も
の

に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力

を
身
に
付
け
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
と
い
う
基
本
理
念
の

も
と
、
積
極
的
に
読
書
活
動
を
行
う
意

欲
を
高
め
よ
う
と
、
設
け
ら
れ
た
日
で

す
。

　

三
芳
町
立
各
小
中
学
校
で
は
、
日
ご

ろ
か
ら
、
「
朝
の
読
書
活
動
」
や
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
活

動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
こ
の

時
期
に
は
、
各
学
校
で
特
色
あ
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
ま
で
に
行
わ
れ
た
取
り
組
み
を

い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

上
富
小
学
校
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
と
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
活

用
し
て
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し

た
。
暗
幕
を
引
き
照
明
を
落
と
し

た
体
育
館
に
設
置
さ
れ
た
大
き
な

画
面
に
、
本
の
世
界
が
浮
か
び
上

が
り
ま
す
。
全
校
児
童
が
目
を
輝

か
せ
、
興
味
と
期
待
を
持
っ
た
視

線
が
映
像
に
釘
付
け
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
の
世
界
へ
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
が
入
り
こ
み
、
物
語
の
世
界

へ
身
も
心
も
浸
り
、
主
人
公
に
な

っ
た
気
分
を
味
わ
い
ま
す
。

　

や
が
て
朗
読
が
終
わ
り
、
照
明

が
と
も
さ
れ
暗
幕
が
開
け
ら
れ
現

実
の
世
界
へ
戻
り
ま
す
が
、
子
ど

も
た
ち
の
表
情
は
と
て
も
お
だ
や

か
で
す
。

　

三
芳
東
中
学
校
で
は
、
学
校
図

書
館
の
貸
し
出
し
記
録
を
基
に
し

た
「
東
中
の
60
選
」
を
全
校
生
徒

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３

年
生
の
自
筆
に
よ
る
本
の
紹
介

が
、
校
内
の
廊
下
に
張
り
出
さ
れ

ま
す
。
２
年
生
以
下
、
後
輩
は
興

味
津
々
。
先
輩
お
勧
め
の
本
は
何

か
な
と
、
掲
示
を
の
ぞ
き
込
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
知
識
を

増
や
し
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

良
書
が
、
生
徒
同
士
の
手
か
ら
手

へ
、
代
々
引
き
継
が
れ
て
い
く
よ

教育トピックス

き
伝
統
が
で
き
て
い
ま
す
。
一
般

の
新
聞
等
の
書
籍
紹
介
面
も
参
考

に
な
り
ま
す
が
、
身
近
な
人
た
ち

に
よ
る
読
書
案
内
は
い
っ
そ
う
興

味
深
く
、
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
広

く
深
い
読
書
の
世
界
へ
の
、
よ
き

水
先
案
内
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
小
中
学
校
で
も
、
担
任
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
、
教
職
員
や
図

書
委
員
会
に
よ
る
本
の
紹
介
、
学

校
図
書
館
司
書
が
ま
と
め
た
「
ベ

ス
ト
リ
ー
ダ
ー
（
よ
く
読
ま
れ
て

い
る
本
）
」
の
紹
介
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
の
本
と
の
出
会

い
は
、
一
生
の
宝
も
の
に
な
り
ま

す
。
国
民
読
書
年
に
も
な
っ
て
い

る
今
年
。
三
芳
町
立
小
中
学
校
の

読
書
活
動
は
、
ま
す
ま
す
充
実
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
読
書
の
楽
し
み
を
広
く
深
く
！
子
ど
も
読
書
の
日
」

【
町
内
異
動
】

■
山
川　

博

三
芳
町
立
藤
久
保
中
学
校
校
長

（
三
芳
町
立
竹
間
沢
小
学
校
教
頭
）

【
転
出
】

■
山
下　

道
夫　

富
士
見
市
立
諏
訪
小
学
校
校
長　

（
三
芳
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
長
）

■
長
谷
部　

光　

川
越
市
立
上
戸
小
学
校
教
頭

（
三
芳
町
立
三
芳
小
学
校
教
頭
）

■
小
関　

隆
弘　

富
士
見
市
立
勝
瀬
中
学
校
教
頭　

（
三
芳
町
立
三
芳
中
学
校
教
頭
）

【
退
職
】

■
坂
西　

茂
実　

三
芳
町
立
藤
久
保
中
学
校
校
長

中村　　勉

鈴木　泰生

小野　富男 山川　　博

第 45 回
町民文化祭の参加者募集

【町民文化祭参加説明会】
●日時　６月２日 、午後７時～

●場所　藤久保公民館ホール
※ 「文化祭実施概要」と「参加計画書」を各公民館で配

布しています。参加計画書は説明会当日に提出ください。

問い合わせ　藤久保公民館 258 0690

　　　　　　地域振興課（内線262）

　10月下旬～11月初旬に開催を予定してい

る町民文化祭に参加を希望する団体又は個人

は、次の説明会に必ず出席してください。

図
書
館
の
本
棚
よ
り
「
遠
足
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
本
」　

別
置
紹
介
中

【
一
般
書
】
『
江
戸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

改
訂
４
版
』

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ　

２
０
０
８
年
１
月
発
行　

請
求
記
号　

Ｇ
３

　
「
江
戸
城
の
お
も
か
げ
を
残
す
外
濠
と
城
門

め
ぐ
り
」
な
ど
、
こ
だ
わ
り
の
「
歩
き
」
を

紹
介
す
る
案
内
書
。
名
物
料
理
や
銭
湯
な
ど
の

「
お
楽
し
み
」
付
き
日
帰
り
コ
ー
ス
を
提
案
。

興
味
深
い
ウ
ン
チ
ク
情
報
も
掲
載
。

【
一
般
書
】
『
「
乗
り
物
酔
い
」
撃
退
ブ
ッ
ク

－

遠
足
も
旅
行
も
ド
ラ
イ
ブ

　
　
　
　
　
　

  

も
楽
し
く
な
る
！

－

』

坂
田
英
治　

坂
田
英
明
共 

著

マ
キ
ノ
出
版 

２
０
０
４
年
９
月
発
行

請
求
記
号　

４
９
３

７
４
サ

　

乗
り
物
酔
い
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
、
そ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
治
療
法
、
自
分
で
で
き
る
予
防
法
、
撃

退
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
。
一
般
的
乗
り

物
だ
け
で
な
く
、
遊
園
地
で
酔
わ
ず
に
乗
り
物
を

楽
し
む
方
法
も
紹
介
。

な
か
が
わ
り
え
こ 

文　

や
ま
わ
き
ゆ
り
こ 

絵

福
音
館
書
店　

１
９
８
３
年
３
月
発
行

請
求
記
号　

Ｅ
ぐ

　

の
ね
ず
み
の
ぐ
り
と
ぐ
ら
は
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
い
、
歌
を
歌
い
、
野
原
へ
出
て
か
ら
マ
ラ
ソ
ン

を
開
始
。
と
こ
ろ
が
、
２
匹
の
足
に
突
然
毛
糸
が

絡
ま
り
転
ん
で
し
ま
い
‥
。
世
代
を
超
え
て
読
み

継
が
れ
る
人
気
の
絵
本
。

伊
藤
フ
ミ
ヒ
ロ　

松
倉
一
夫 

著

東
京
新
聞
出
版
局 

２
０
０
６
年
６
月
発
行

請
求
記
号　

２
９
１
イ
ト

　

富
士
山
麓
を
見
て
、
歩
き
、
撮
る
た
め
の
遠

足
20
コ
ー
ス
を
春
夏
秋
冬
別
に
紹
介
。
富
士
山

の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
欲
し
い
と
い
う

願
い
を
こ
め
て
つ
く
ら
れ
た
、
富
士
山
の
写
真

が
美
し
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。

【
一
般
書
】
『
ほ
ら
！
富
士
山
。

－

遠
足
案
内
富
士
山
麓
を
見
る
、
歩

　
　
　
　
　
　

く
、
撮
る

－

』

【
児
童
書
】
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
え
ん
そ
く
』

〈中央図書館〉
ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居・手遊び等）

　第 ・ 金曜日　（保護者同伴）　
　 ～ 　 ヶ月～ 歳
　 ～ 　 ・ 歳～
　第 ・ 火曜日　 ～ 　 ～ 歳
おはなしサークルかにかにこそこそ
　 ～ 　おとな対象
　※昔話を覚えて語る練習をしています。
 としょかん・くらぶ－会員制－

 （読み聞かせとブックトークで本に親しむ会）
　 ～ 　１・２年生
　 ～ 　３～６年生

〈竹間沢分館〉
ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居・手遊び等）

 　第４火曜日 ～ 　１～４歳
◆ スイミ－おはなし会（絵本・紙芝居・
ブックトーク）
　第 木曜日 ～   ４歳～小学生

日 月 火 水 木 金 土
5月 の 予 定

休

休

休
休

休休

◆

　

私
た
ち
の
住
宅
建
築
の
様
子
は
、
こ

の
五
○
年
の
間
に
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
プ
レ
ハ
ブ
・
軽
量
鉄
骨
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
工
法
が
急
速
に
広
ま
り
、
季
節

を
問
わ
ず
早
い
も
の
で
は
三
ヵ
月
で
家

が
建
ち
ま
す
。
一
方
で
日
本
古
来
の
工

法
で
建
て
ら
れ
た
古
い
民
家
建
築
で
は
、

材
木
だ
け
で
な
く
竹
や
土
と
い
っ
た
材

料
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
知
っ
た
う

え
で
切
る
時
期
や
使
う
季
節
を
考
え
て

用
い
た
の
で
、
一
年
近
く
の
工
期
が
必

要
で
し
た
。
そ
の
期
間
中
に
は
、
節
目

に
地
鎮
祭
や
上

じ
ょ
う
と
う
し
き

棟
式
と
い
っ
た
儀
礼
を

行
い
ま
す
。
こ
う
し
た
儀
礼
で
使
う
道

具
は
、
棟
梁
が
丁
寧
に
作
り
ま
し
た
。

建
築
期
間
を
大
幅
に
短
縮
し
て
い
る
昨

今
で
は
、
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た

儀
礼
で
も
あ
り
ま
す
。

　

藤
久
保
の
皆
川
工
務
店
に
は
、
今
な

お
上
棟
式
に
使
う
「
破
魔
矢
」
の
飾
り

が
納
屋
の
壁
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
初
代
小
三
郎
さ
ん
が
作
っ
た
も
の

で
、
今
か
ら
百
年
近
く
前
の
も
の
で
す
。

「
コ
サ
大
工
」
の
通
り
名
で
、
腕
の
良

い
職
人
で
し
た
。
現
在
も
、
小
三
郎
さ

ん
が
建
て
た
家
は
健
在
で
す
。
そ
の
孫

で
あ
る
重
蔵
さ
ん
は
、
建
築
儀
礼
を
執

り
行
え
る
数
少
な
い
棟

と
う
り
ょ
う
梁
の
う
ち
の
一

人
。
「
祖
父
が
建
築
儀
礼
に
関
す
る
事

柄
を
ま
と
め
て
く
れ
て
ね
。
飾
り
物
の

寸
法
や
絵
柄
を
参
考
に
し
た
よ
。
そ
れ

に
、
昔
は
壁
一
面
に
こ
の
飾
り
が
貼
っ

て
あ
っ
て
ね
。
こ
れ
だ
け
注
文
が
あ
る

と
い
う
宣
伝
も
兼
ね
て
い
た
け
ど
、
無

事
完
成
す
る
よ
う
に
と
願
い
な
が
ら
作

っ
た
よ
。
こ
う
し
た
事
も
最
近
は
や
ら

な
い
か
ら
ね
。
」

　

上
棟
式
は
、
家
の
棟む
な
ぎ木
を
組
上
げ
た

時
に
家
の
守
り
神
や
工
匠
の
神
を
お
祀

り
し
、
工
事
の
安
全
と
新
し
い
家
に
災

い
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
祈
願
す
る
も

の
で
す
。
そ
の
時
、
屋
根
の
上
に
幣

へ
い
ぐ
し串

と
破
魔
矢
・
破
魔
弓
を
飾
り
ま
す
。
大

き
な
家
で
は
破
魔
矢
を
鬼
門
（
北
東
）

と
裏
鬼
門
（
南
西
）
用
に
絵
柄
や
形
を

変
え
て
二
つ
用
意
し
ま
し
た
。
そ
し
て

家
づ
く
り
へ
の
思
い
を
祝の

り
と詞
に
の
せ
て
、

棟
梁
が
奏
上
す
る
の
で
す
。
上
棟
式
の

後
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
大
工
を
ね
ぎ

ら
う
た
め
の
宴
席
が
設
け
ら
れ
、
最
後

に
建
主
や
工
事
関
係
者
が
棟
梁
を
送
る

「
棟
梁
送
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
儀
礼
を
通
じ
て
、
家
を
作
る
者
と

作
っ
て
も
ら
う
者
の
双
方
の
思
い
が
一

体
と
な
り
、
職
人
は
長
年
鍛
え
た
腕
を

大
い
に
発
揮
し
て
「
孫
の
子
の
代
ま
で

住
め
る
よ
う
に
」
と
家
を
作
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

【地域文庫のお知らせ】
（児童書の貸出、お話会など）
つくし文庫‥毎月第3土曜日10：00～12：00
　場所／上富１区第１集会所にて
あらた文庫‥毎火曜日15：30～18：00
　場所／荒田自宅にて
（藤久保536 4　三芳東中学校近く）

第
二
回　

大
工

▲上棟式で使われた破魔矢。二
股に分かれた形の「かぶら矢」
と丸い形の「ひき目矢」。とも
に邪を払う縁起物。

広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

休



健
康
百
科　
　

●
選
者
・
椎
名
恒
治

●
投
稿
先
・
中
村
正
雄
（
三
芳
町
藤
久
保

三
八
四
七

－

二
五
・

258

－

４
３
５
３
）

　
　

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
で
右
記
へ

ア
イ
ド
ル
の
原
稿
を
募
集
中
…
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
…
三
芳
町
藤
久
保
１
１
０
０
番
地
１　

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

258

０
０
１
９
（
内
線
３
１
１
）

◎
原
稿
募
集
中
…
●
ア
イ
ド
ル
●
こ
ん
に
ち
は
！ 

サ
ー
ク
ル
等 

お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３５４-

８
５
５
５ 

三
芳
町
大
字
藤
久
保 

１
１
０
０
番
地
１
三
芳
町
役
場 

秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係

２５８-

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）　

　
　
　

  

２７４-

１
０
５
４

●
投
稿
先
・
林　

保　
（
三
芳
町
上
富
６
６
６

－

４
１
７
９
）

※ 

投
稿
は
官
製
は
が
き
に
楷
書
の
こ
と
、
電
話

番
号
を
明
記
し

日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

音
も
な
く
降
り
く
る
雪
は
外
灯
の
光
を
抜
け
て
垣
根
を
包
む

内
藤　

歌
野

手
術
せ
る
目
に
春
の
日
の
眩
し
く
て
瞥ご

ぜ女
の
如
く
子
の
腕
杖
に
頼
り
ぬ

八
重
倉
シ
ズ
エ

幼
ら
と
駆
け
っ
こ
す
れ
ば
す
っ
転
び
て
大
丈
夫
か
と
覗
き
込
ま
れ
ぬ

香
川
日
出
子

竈
と
い
う
漢
字
は
誰
が
創
り
し
か
迷
路
き
わ
ま
る
二
十
一
画

中
村　

正
雄

一
生
は
ふ
つ
う
が
よ
ろ
し
と
望
め
ど
も
ふ
つ
う
を
保
つ
は
何
と
難
し

西
尾　

慶
子

達
磨
市
逸は

ぐ

れ
た
る
妻
を
待
ち
を
れ
ば
托
鉢
の
僧
去
年
と
同
じ
位
置
に

町
田　

勝
男

沈
丁
花
咲
き
初
む
る
朝
心
な
し
か
香
り
遮
り
牡
丹
雪
降
る

泉　
　

郁
子

四
年
経
て
洋
蘭
に
初
め
て
花
芽
立
つ
帰
郷
せ
し
友
も
馴
染
ま
ん
頃
か

井
上　

悦
子

小
雪
舞
う
か
な
た
見
つ
め
て
思
い
出
す
雪
掻
く
父
は
頬
冠
り
せ
り谿　

　

友
子

き
み
の
歌
集
『
夏
を
忘
れ
ず
』
読
み
ゆ
く
に
亡
き
夫
へ
わ
れ
の
思
い
は
募
る

吉
田　

和
代

【
選
評
】
外
灯
の
光
に
降
る
雪
を
捉
え
た
内
藤
さ
ん
の
表
現
は
す
ば
ら
し
い
。

八
重
倉
さ
ん
は
目
の
手
術
後
の
つ
ら
い
自
己
を
歌
っ
た
。
西
尾
さ
ん
は「
普
通
」

が
よ
い
、し
か
し
普
通
を
保
つ
む
つ
か
し
さ
。
ど
れ
も
力
作
で
す
。（
椎
名
恒
治
）

藤
久
保
在
住

　
　

飯
田
結ゆ

い衣
ち
ゃ
ん

平
成

年

月

日
生

（
父
・
剛
史
）

（
母
・
夕
香
）

　

パ
パ
に
手
を
食
べ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
〜

北
永
井
在
住

　

久
保
田
和わ

か華
ち
ゃ
ん
美み

わ羽
ち
ゃ
ん

平
成

年
９
月

日
生

平
成

年

月
２
日
生

（
父
・
勇
士
）

（
母
・
順
子
）

　

髪
を
結
わ
い
た
り
、
ピ
ン
を
つ
け
た
り
、
２

人
で
お
し
ゃ
れ
に
は
ま
っ
て
ま
す
。
ド
レ
ス
を

着
て
、
お
姫
様
ご
っ
こ
が
大
好
き
で
す

子
育
て
中
の
方
、
一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

　

三
芳
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
子
育
て
サ
ロ
ン

（
午
前
10
時
〜
正
午　

来
る
時

間
・
帰
る
時
間
は
自
由
で
す
）

　

０
才
児
・
１
才
児
・
２
才
児
の

ク
ラ
ス
が
日
に
ち
ご
と
に
、
自
由

遊
び
・
園
庭
遊
び
（
午
前
10
時
〜

11
時
）
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・

手
遊
び
等
を
通
じ
て
同
じ
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
同
士
・
子
ど
も
た

ち
が
交
流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
専

任
の
育
児
相
談
員
が
子
育
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

よ
り
毎
月
１
回
第
３
週
０
才
児
ク

ラ
ス
に
て
身
体
測
定
を
実
施
し
ま

す
。

○
わ
く
わ
く
タ
イ
ム

（
午
前
10
時
〜
正
午
）

　

０
才
〜
５
才
位
ま
で
の
子
を
対

象
に
、
月
曜
日
藤
久
保
児
童
館
を

利
用
で
き
る
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
１
階
の
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
空
間
と
は
一
味
違
っ
た
、

広
い
ス
ペ
ー
ス
で
遊
べ
ま
す
。

○
子
育
て
相
談
『
ひ
だ
ま
り
』

（
月
〜
金　

午
後
１
時
〜
４
時
）

　

子
育
て
中
の
心
の
モ
ヤ
モ
ヤ
や

イ
ラ
イ
ラ
…
誰
か
に
言
い
た
い
・

聞
き
た
い
・
ど
う
し
た
ら
い
い
の

だ
ろ
う
。
こ
ん
な
気
持
ち
を
溜
め

込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
専
任
の
育

児
相
談
員
が
お
話
を
伺
い
、
子
育

て
中
の
嬉
し
い
こ
と
・
楽
し
い
こ

と
・
辛
い
こ
と
等
を
共
に
分
か
ち

合
っ
て
い
き
ま
す
。

○
一
時
的
保
育
サ
ー
ビ
ス

（
月
〜
金　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
）

　

保
育
所
に
入
所
し
て
い
な
い

満
１
才
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が

利
用
で
き
、
様
々
な
利
用
目
的
に

応
じ
ま
す
。
保
育
料
（
１
日
）
は

３
才
未
満
１
７
０
０
円
、
３
才
以

上
１
６
０
０
円
、
短
時
間
（
１
時

間
）
５
０
０
円
、
給
食
費
２
５
０

円
で
す
。
申
し
込
み
は
利
用
日
の

１
か
月
前
〜
１
週
間
前
ま
で
に
申

請
時
間
内
（
午
前
９
時
45
分
〜
10

時
30
分
、
午
後
３
時
30
分
〜
４
時

30
分
）
に
手
続
き
に
来
て
く
だ
さ

い
。

○
子
育
て
サ
ロ
ン
講
座
（
不
定
期
）

　

年
に
12
回
以
上
開
催
し
て
お
り
、

昨
年
度
は
牛
乳
パ
ッ
ク
で
の
椅
子

作
り
・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
乳

歯
ケ
ア
・
親
子
リ
ズ
ム
等
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
度
は
児
童
館
で
の

午
後
サ
ロ
ン
や
離
乳
食
に
つ
い
て

の
講
座
等
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
保
育
士
・
保
健
師
・
育

児
相
談
員
が
皆
さ
ん
の
子
育
て
に

寄
り
添
い
支
え
て
い
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
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５
１
０
６

み ん な の 広 場（ ） （ ）み ん な の 広 場

逆
風
に
再
生
誓
ふ
入
社
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
田　

秀
雄

敷
石
の
は
ざ
ま
に
生
え
し
蕗
の
薹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

南
子

瞳
に
泪
別
れ
を
惜
し
み
卒
業
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

針
田　
　

晃

春
風
や
秩
父
巡
礼
鈴
の
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

靖
子

駒
駆
け
る
牧
の
若
草
色
め
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

正
三

春
の
海
見
送
る
水
脈
の
眩
し
く
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
崎　

栄
子

み
ち
の
く
の
駅
に
人
な
き
花
曇
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
ふ
み
子

あ
で
や
か
な
舞
子
に
似
合
う
藤
の
花　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
片　

和
子

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
い
喜
色
の
一
年
生　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

益
夫

神
楽
坂
黒
塀
く
ぐ
る
木
の
芽
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
山　
　

登

春
嵐
つ
ぶ
て
の
よ
う
に
小
鳥
飛
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
田　

照
子

さ
え
ず
り
に
君
の
名
な
ん
と
尋
ね
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西　

靖
子

囀
る
や
奥
の
如
来
も
目
を
細
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綿
引　

李
知

春
の
海
き
ら
き
ら
き
ら
と
歌
う
如　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

登
坂　

喜
子

伊
豆
の
旅
昨
日
河
津
や
春
の
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

信
乃

孫
を
追
ふ
歩
く
足
許
草
萌
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
谷　

和
己

追
羽
子
や
思
ひ
を
馳
せ
て
天
空
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
澤　

久
夫

れ
ん
ぎ
ょ
う
の
黄
花
乱
満
窓
明
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

三
子

か
た
か
ご
の
花
の
模
様
の
硯
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

嘉
子

片
言
を
覚
え
し
孫
と
野
に
遊
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
谷　
　

武

こんにちは ! サークル　　ほほえみハーモニカクラブ

　

昔
懐
か
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
に

魅
せ
ら
れ
、
発
足
し
て
三
年
目
。
「
楽

し
く
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
和
気
あ
い

あ
い
と
基
礎
か
ら
学
び
、
童
謡
、
抒
情

歌
、
歌
謡
曲
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン

ル
を
楽
し
み
な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

練
習
日　

第
１
、
２
、
３
の
木
曜
日

練
習
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

藤
久
保
公
民
館

連
絡
先　

佐
藤　

258

８
９
９
３

カ
ル
ミ
ア

　

つ
つ
じ
科
、
カ
ル
ミ
ア
属
。
北
ア
メ
リ
カ

原
産
。
花
は
咲
く
前
に
こ
ん
ぺ
い
と
う
の
よ

う
な
形
と
な
り
、
花
の
形
は
お
わ
ん
型
に
咲

く
。
別
名
、
ア
メ
リ
カ
石
楠
花
と
い
う
。

待
望
の
第
３
段
　

　

艶
の
あ
る
歌
声
と
洗
練
さ
れ
た
節
回
し
で
、
女
性
民
謡
歌
手
の
ト
ッ

プ
と
し
て
名
高
い
小
杉
真
貴
子
と
、
山
本
謙
司
、
つ
る
と
か
め
（
澤
田

勝
秋
・
木
津
茂
理
）
を
迎
え
て
、
民
謡
の
世
界
を
お
届
け
し
ま
す
。

【
公
演
日
】　

５
月
15
日

　

開
演
／
午
後
４
時

【
入
場
料
】　

全
席
指
定
／
一
律
２

０
０
０
円

　　

今
年
で
９
回
目
を
迎
え
る
高
校
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

コ
ピ
ス
が

開
館
し
て
か
ら
、
唯
一
継
続
さ
れ
、
若
い
力
で
活
気
づ
く
事
業
に
な
り

ま
す
。
出
演
校
の
白
熱
し
た
演
技
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
公
演
日
】　

平
成
22
年
６
月
19
日

　

開
演
／
午
前
10
時
５
分

【
入
場
料
】　

全
席
自
由　

３
０
０
円　

好
評
発
売
中

【
出
演
校
】　

朝
霞
高
校　

新
座
柳
瀬
高
校　

　
　
　
　
　

筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高
校

　
　
　
　
　

東
京
農
大
第
三
高
校　

星
野
高
校

※
三
芳
町
文
化
会
館
窓
口
の
み
の
販
売
に
な
り
ま
す
。

※
電
話
予
約
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

三
芳
町
文
化
会
館
（
コ
ピ
ス
み
よ
し
）

259

３
２
１
１

小杉　真貴子

山本　謙司

民
謡
、
そ
し
て
日
本
の
音

好
評
発
売
中

つるとかめ

 

第
９
回　

高
校
演
劇

　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル



北永井児童館
258－9962

藤久保児童館
258－9965

竹間沢児童館
259－8315

（ ）ウォッチング ウォッチング（ ） 

土曜体験教室～体験！たぬきの糸車～

　３月 日 、 日 歴史民俗資料館にて、土曜体験教室が行われました。

参加した皆さんは難しい糸紡ぎに悪戦苦闘しながら、それでも何度も挑戦し

て「たぬき」に負けないほどの

上達ぶりでした。

春のヤマの中でツリーイング体験!!

　３月 日 、子どもたちが緑地公園にて

ツリーイングを体験しました。三芳の自然

を学んだり、野外調理にも挑戦しました。

新車両が導入です!!

　３月 日 、三芳町消防団第１分団

に新車両が導入されました。皆さん、

火のもとには十分気をつけましょう!!

おめでとうございます★

　３月 日 、第 回さいた

ま環境賞“県民部門”を受賞

した「竹の子エコクラブ」の

皆さんが来庁しました。おめ

でとうございます!!

三芳町商工会創立40周年記念式典

　３月 日 、三芳町商工会創立 周年

記念式典と同青年部・女性部 周年の記

念式典・祝賀会がコピスみよしにて開催

され、約 名が出席しました。また商

工会より、富士塚公園に藤棚とマロニエ

を、木ノ宮第３子供広場に藤棚を寄贈さ

れました。

1200匹の幼虫を放す～

　３月 日 、 日 の２日間

にわたり、竹間沢小学校の児童

と竹間沢ほたる育成会が竹間沢

こぶし里内にある子どもの川に

ゲンジボタルの幼虫 匹を

放しました。６月初旬には、幻

想的に飛び交うホタルの姿を楽

しめそうです。

鶴瀬駅西通り線開通記念式典

　４月９日 、鶴瀬駅西通り線の開通式

が行われました。三芳町長・富士見市長

をはじめ多くの関係者の方々が参加し

ました。なお道路の愛称は、審査の結果

「みらい通り」に決定しました。

全
児
童
館
共
通

竹
間
沢
児
童
館

藤
久
保
児
童
館

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
く
る
く
る
ブ
ー
メ
ラ
ン

日
時　

５
月

日

、
午
後
２
時
〜
４
時

対
象　

４
歳
児
以
上
（
幼
児
は
親
子
参
加
）

内 
容　

よ
く
と
ぶ
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
つ
く
っ
て

あ
そ
び
ま
す
。

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
！
ワ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
大
会

日
時　

５
月

日

、
午
後
２
時
〜
４
時

対
象　

小
学
生
以
上

内
容　

３
人
１
組
の
ミ
ニ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

コ 
メ
ン
ト　

テ
レ
ビ
で
人
気
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
で
盛
り
上
が
ろ
う
！
３
人
１
組
で
申

し
込
ん
で
ね
。

く
じ
ら
ｄ
ａ
ｙ

ｓ

日
時　

５
月

日

、
午
後
２
時
〜
３
時

対
象　

幼
児
親
子
・
小
学
生
以
上

内
容　

紙
ヒ
コ
ー
キ
大
会

コ 
メ
ン
ト　

児
童
館
で
紙
ヒ
コ
ー
キ
を
作
ろ

う
！
そ
し
て
み
ん
な
で
公
園
に
行
っ
て
と

ば
し
っ
こ
し
よ
う
！

ゴ
ー
ス
ト
任
命
式

日
時　

５
月

日

、
午
後
４
時
〜
５
時

対
象　

２
年
生
以
上

内 
容　

ゴ
ー
ス
ト
ク
ラ
ブ
員
任
命
式
「
お
ば

け
や
し
き
」
の
説
明

コ 
メ
ン
ト　

君
も
ゴ
ー
ス
ト
ク
ラ
ブ
員
に
な

っ
て
、
藤
久
保
児
童
館
を
怖
く
て
不
思
議

な
世
界
に
変
身
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
デ
ー　

パ
ー
ト
１

日 
時　

５
月

日

、
午
後
３
時

分
〜
４

時

分

内
容　

シ
ャ
ボ
ン
玉
作
り

コ 
メ
ン
ト　

み
ん
な
で
楽
し
く
シ
ャ
ボ
ン
玉

で
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
！

あ
そ
び
の
記
録
を
作
ろ
う
！

日 
時　

５
月

日

、
午
前

時

分
〜

時

分
／
午
後
２
時
〜
３
時

コ 
メ
ン
ト　

こ
ま
、
フ
ラ
フ
ー
プ
、
カ
ン
ガ

ル
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ミ
ノ
タ
ワ
ー
な
ど
の
最

高
記
録
を
作
ろ
う
！ 

第

回
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　

５
月
９
日

　

場
所
／
総
合
運
動
場
公
園

内 
容　

あ
そ
び
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
一
輪
車
、
や

っ
と
こ
）
…
午
前
９
時

分
〜
午
後
０
時

分
、

児
童
館
・
学
童
コ
ー
ナ
ー
に
て

人
形
劇
（
藤

久
保
児
童
館
）
…
午
前

時
〜

時

分
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
に
て

一
輪
車
パ
レ
ー
ド
（
北
永

井
児
童
館
、
竹
間
沢
児
童
館
）
…
午
前

時

分
〜

時

分
中
央
広
場
に
て

◆
そ
の
他

児
童
館
の
行
事
は
基
本
的
に
参
加
無
料
で
す
。

参
加
申
し
込
み
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

行
事
に
よ
っ
て
は
年
齢
制
限
や
定
員
設
定
、
参

加
費
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
各
児
童
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

北
永
井
児
童
館



広　　告広　　告

胃がん健診

　下記の日程の胃がん検診の申し込み

を始めます。

　はがきの記入方法等は、「保健セン

ター事業一覧」をご覧ください。

　尚、開腹手術をした方は、医療機関

での受診をおすすめします。

日時　６月28日 ・29日 ・30日

場所　保健センター

対象　三芳町在住の35歳以上の方

検査方法　バリウム検査

定員　130名　　

自己負担金　500円

申込方法　往復はがきによる申し込み

　（定員を超えた場合は抽選）

申込締切　５月31日 （当日消印有効）

問い合わせ　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994

献血20回以上の表彰について

対 象　三芳町に在住または在勤してい

る人で、献血の回数が平成22年３月

31日現在で20回以上の人。（表彰済

みの方は対象外となります）

申 請方法　用紙（自由）に氏名（ふり

がな）・住所・生年月日・献血回数

を明記の上、最終回数のわかる献血

手帳の写しを添付し、保健センター

まで提出してください。

　 なお、在勤者は勤務先の証明のでき

るものを併せて提出してください。

受付期間　５月１日 ～31日

　（土・日曜日、祝日を除く）※郵送可

問い合わせ　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994

　子育てをするのに大切なものは何だ

と思いますか？

　「情報」？「時間」？あなたの子育

てに大切な「お○も○ち」をみつけに

きませんか？

　赤ちゃんとご一緒に、ご参加くださ

い。

日時・内容

５月26日 、午前10時～11時

　自己紹介、子育てについての座談会

　（保健師と一緒に）

６月２日 、午前10時～11時

　離乳食についての座談会

　（管理栄養士と一緒に）

６月８日 、午前10時～11時

　 子どもの遊びについて・絵本をとお

して（図書館司書と一緒に）

場所　

　 １･２日目／藤久保公民館２階　和室

３日目／図書館２階　会議室

対 象　平成22年１月～３月生まれのお

子さんとその親

定員　20組（先着順）

持 ち物　母子健康手帳・バスタオル・

赤ちゃんの使う物

費用　無料

申込み・問い合わせ　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994

はじめて子育て講座

「ほっとサークル」

場所　保健センター

※３日目はお父さんも参加いただける

ように、土曜日に学級を設けてありま

す。お父さんの参加も歓迎します。

※母子健康手帳を持参してください。

問い合わせ　保健センター　

　 258 1236　FAX258 5994

期日　６月４日

受付時間　午前９時15分～10時

場所　保健センター　　

対象者　０歳～就学前

持参する物　母子健康手帳・筆記用具

問い合わせ　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994

育児相談

日時・内容

日　時 内　容 持ち物

６月１日
10：00～11：45

・妊娠中の過ごし方
・妊娠中のマイナート
ラブルすっきり解消
※簡単なストレッチ
もあります

筆記用具
､動きやす
い服装で
お越しく
ださい

６月９日
10：00～11：45

・自分でできる母乳
のケア
・赤ちゃんとの生活
って？（座談 会）

６月12日
9：30～12：00

沐浴実習、お父さん
の妊婦体験､歯科ブラ
ッシング指導

歯ブラシ､
コップ、
タオル、
手鏡

６月17日
10：00～11：45

栄養の豆知識
「これだけ…」

Mama's Time

（両親学級）

　子育て支援センターにおいて実施し

ている「一時保育」の利用時間を「午

前８時から午後５時まで」に拡大しま

したので、ぜひご利用ください。

　詳しくは、子育て支援センターまで

お問い合わせください。

問い合わせ　子育て支援センター

　 258 5106　FAX258 5136

「子育て支援センター」

一時保育の利用時間を拡大します

　平成22年４月より、家庭保育室を利

用する保護者の負担を軽減するため、

児童1人につき月額２万５千円を限度

として保育料の一部を町が負担しま

す。

　ただし、町内にお住まいの方で、保

護者が就労等の理由により家庭保育室

を利用する場合に限ります。

　詳しくは、こども支援課までお問い

合わせください。

問い合わせ　こども支援課　　

　（内線162）　FAX274 1051

納期限は、５月 日です

軽自動車税　　　　第１期

固定資産税　　　　第１期

都市計画税　　　　第１期

（上記の収納は藤久保・竹間沢）出張所でも行っています。

お　し　ら　せ

三芳町総合振興計画審議会委員の募集

応募資格　　次の に該当する方

　 応募日現在、三芳町に在住してい

る20歳以上の方。

　 町の他の審議会委員などに就かれ

ていない方。

募集人数　３名程度

応 募方法　「応募申込書」と「三芳町

のあるべき姿・まちづくり」につい

てのご意見（様式任意400字程度）

を、総合政策課政策推進係へメー

ル・持参・郵送のいずれかで提出し

　平成18年に策定しました「三芳町第４次総合振興計画」は策定から５年目を

迎え、計画の見直しについて検討する時期にあたります。

　そこで、三芳町のまちづくりに対し関心を持ち、計画に対してさまざまな角

度からご意見やご提案をいただける委員を下記のとおり公募します。

てください。

　 ※応募者多数の場合は、書類選考と

なります。

応 募申込書　役場４階総合政策課にて

配布します。また、町のホームペー

ジから入手することもできます。

締め切り　５月31日 （必着）

問い合わせ　総合政策課

　（内線422～423）　FAX274 1055

　Ｅメール　seisaku@town.saitama-

　miyoshi.lg.jp

『鶴瀬駅西通り線』

道路の愛称が「みらい通り」

　に決定しました !!

　鶴瀬駅西通り線〔都市計画道路（幅

員 20m）〕の開通に伴い、皆さんに親

しみをもってご利用していただくため

に、「道路の愛称」を募集したところ、

多数のご応募をいただきました。

　この度、道路愛称選定委員会におい

て、鶴瀬駅西通り線の愛称が下記のと

おり決定しました。

道路の愛称　「みらい通り」

愛称採用者　

　川岡タエさん〔三芳町藤久保在住〕

　亀岡亜由美さん〔三芳町北永井在住〕

問い合わせ　道路交通課

　（内線224・225）　FAX274 1052

戸籍の届出に職業の記載を

　 お願いします。

　平成22年度は国勢調査の実施年度で

人口動態職業・産業調査も実施します。

そのため、平成22年４月１日から平成

23年３月31日までに発生した「出生・

死亡」並びに同期間内に届けられた

「婚姻・離婚」の各届出書の職業欄に

職業を記入していただきます。

　お手数をおかけしますがご協力お願

いします。

　なお、調査結果は、厚生労働省の基

礎資料として活用します。届出窓口に

ある「職業、産業分類表」に基づいて

記入していただきます。

※強制するものではありません。　　

問い合わせ　住民課

　（内線146）　FAX274 1101

「家庭保育室」保育料を軽減する

　制度ができました。

お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ
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お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ

少人数レッスン　参加者募集！

※親子ビクスの対象年齢は、１～３歳です。　

予約　５月７日 、午前10時より予約受付を開始します。

　※参加希望の方は、直接来館、または電話にて申込みください。

　※各クラスとも定員になり次第、受付は締め切ります。

問い合わせ　総合体育館　 258 0311

　（指定管理者：東京ドーム・トールツリーグループ）　

日時　
　 ５月16日 、午前10時～午後３時30分

内容　
○作品展示
　 美術、手工芸、園芸など、中央公民

館に集う芸術家の皆さんの力作をご

鑑賞ください。

○ステージ発表
　 民舞民謡、ダンス、歌など、熟練の

手さばき足さばきにご注目！優美な

姿に酔いしれてみませんか？

第16回中公フェスタ開催

～思い出づくり　夢づくり　中公フェスタで　幸せづくり！～

○模擬店
○ 野菜の直売（三芳町４Ｈクラブ）
　午前10時～11時30分

場所　中央公民館
駐 車場
　 三芳中学校となりの公民館駐車場・

軽自動車検査協会

　※公民館前には駐車できません。

問い合わせ　中央公民館
　 258 0050　FAX258 5466

　今年も中公フェスタの季節がやってきました。ご家族、ご友人、ご親戚、お

誘い合わせの上、ご来場ください。

殺虫剤を無料配布します

　ハエ、蚊、ボウフラなどの駆除殺虫

剤を次のとおり無料配布します。

対象　町内の各世帯

配布期間　５月24日 ～６月30日

　（土･日曜日、祝日を除く）

配布場所　環境産業課環境対策係窓口

　※印鑑を持参してください。

　 また、代表者が各世帯分を取りまと

めて受け取ることもできます。

配布量　

　１世帯当たり（殺虫剤５ｇ）３袋

使 用上の注意　○使用前に注意書きを

よく読み、定められた用法、用量を

厳守してください。

○ こどもの手の届かない安全な場所に

保管してください。

○ 殺虫剤を散布する際には、体の露出

部分を少なくし、また吸引しないよ

うに注意してください。

○ 使用後は、石鹸と水で体や使用した

容器等をよく洗ってください。

問い合わせ　環境産業課　環境対策係

　（内線216～218）　FAX274 1052

みよしエンジョイセミナー

　何でも知りたい好奇心の広場です。

日時　５月15日 、午後２時～４時

場所　藤久保公民館　学習室

テ ーマ　森の役割（温暖化防止、水質

浄化等についてお話します）

講 師　田村博一氏（森林インストラク

ター）　　参加費　無料

問い合わせ　藤久保公民館　

　 258 0690　FAX258 9625

一人ひとりに細やかな指導を行います。

クラス 親子ビクス 癒しのヨガ らくらく健康体操

講　師 戸井玲子 大塚晴美 溝越優貴子

日　程

５月11日･18日･25日、
６月 1日･ 8日･ 15 日
･ 22日･ 29日　
※全て火曜日（全8回）

５月11日･18日･25日、
６月 1日･ 8日･ 15 日
･ 22日･ 29日　
※全て火曜日（全8回）

５月13日･20日･27日、
６月3日･ 10日･ 17日
･ 24日、7月1日　
※全て木曜日（全8回）

時　間 10時30分～11時30分 10時30分～11時30分 11時15分～12時15分

場　所 武道場 多目的室 武道場

定　員 20組 15人 15人

料　金 4,000円 4,000円 4,000円

　平成22年度から、町では自主防災組

織の育成・活動に対し補助金を支給す

ることになりました。

　地域の防災は地域の皆さんで、協

力・助け合いをしましょう。

　詳しくは、地域振興課にお問い合わ

せください。

問い合わせ　地域振興課

　（内線265）　FAX274 1053

電気式生ごみ処理機購入費の補助 手話通訳者養成講習会

　一般家庭から排出される生ごみ減量

化の試みとして、電気式生ごみ処理機

購入費を補助いたします。希望する人

は、下記の要領で申し込みください。

応募要件

・ 町内に１年以上居住している人（事

業所は除く）

・ 設置した生ごみ処理機を常に良好な

状態で維持管理できる人

・ 堆肥化された生ごみを肥料として自

家処理することができる人

応募期間　５月７日 ～12月17日

　（土・日曜日、祝日を除く）

補 助金の額　購入金額の2分の1で２万

円を限度とする。（千円未満は切捨

てとする。）

補助件数　10件（申込み順）

申 込み　環境産業課環境対策係へ補助

金交付申請書を提出してください。

※購入前に必ず申請してください。

問い合わせ　環境産業課　環境対策係

　（内線216～218）FAX274 1052

　手話通訳者を目指す方を対象に、富

士見市と共同で講習会を開催します。

日時　６月15日から、毎週火曜日

　午後７時～９時まで

場 所　三芳町総合体育館、富士見市西

交流センター　※日程・会場の詳細

は申込書とともに配布します。

対 象　手話通訳者を目指す方。手話奉

仕員養成講習会（入門・基礎）課程

を修了し、地域等で聴覚障がい者と

の関わりが概ね１年以上ある方。

※ 手話通訳者の養成目的で開講される

ため、ある一定以上の手話技術が必

要となります。受講決定のための審

査（６月１日 ）があります。

参加費　1,500円（テキスト代等）

　※応用･実践課程で別途かかります。

申 込み　福祉課にある申込書に必要事

項を記入し、５月21日 までに福祉

課へ提出してください。

問い合わせ　福祉課

　（内線174～176）　FAX274 1051

自主防災組織育成活動

　　 の補助について

　平成22年4月より、ファミリ・サ

ポート・センターの依頼会員の要件を

下記のとおり緩和します。

　また、依頼会員及び提供会員の募集

も引き続き行っております。

　詳しくは、ファミリー・サポート・

センターまでお問い合わせください。

【変更前】　

　援助を依頼する会員（以下「依頼会

員」という。）になることができる者

は、原則として同居している生後6月

以上10歳未満までの児童を有する者と

する。

【変更後】　

　援助を依頼する会員（以下「依頼会

員」という。）になることができる者

は、原則として同居しているおおむね

生後６月以上の乳幼児または小学生を

養育する者とする。

問い合わせ　ファミリー･サポート･センター

　 ･ FAX258 0075

　住民参加による「ごみゼロの日・ク

リーン三芳町民運動」も、地域の慣例

行事として今年で28年目になります。

　今年も町と区長会が主体となり、住

民のみなさまや関係団体で運動を展開

することになりました。

　地域で実施されるこの運動に、皆さ

んもぜひ参加してください。

「ごみゼロの日・クリーン三芳町民運動」

皆さんも、ぜひご参加ください

日 時　５月30日 （小雨決行）、午前

９時～午前11時30分

※ 集合時間、場所等については、各区

の区長さんの指示にしたがってくだ

さい。なお、雨天の場合は、６月６

日 に延期されます。

問い合わせ　環境産業課　環境対策係

　（内線216～218）　FAX274 1052

ファミリー・サポート・センター

～依頼会員の要件を緩和します～
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ク
ル
の
広
場
」
へ
の
投
稿

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
電
話
・
ハ
ガ

キ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽ 

連
絡
先
／
三
芳
町
役
場
環
境
産

業
課
環
境
対
策
係　

２
５
８

０
０
１
９
（
内
線
216
〜
218
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
７
４

１
０
５
２

　

Ｅ
メ
ー
ル　k

an
k
y
o@
tow
n
.sai

　

tam
a-m
iy
osh
i.lg
.jp

　

相談種類 と　き ところ 相談員 連絡先

●教育相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後4時30分

総合体育館4階教育相談室
電話相談は 274-1023

常任相談員
教育委員会学校教育課指導
係（内線522）

●消費生活相談 毎週火・金曜日（年末年始・祝日
を除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の消費生活相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●内職相談 毎週水曜日（年末年始・祝日を
除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の内職相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●女性相談 毎月第2・第4金曜日（年末年始・祝
日を除く）午前11時～午後3時30分

役場1階住民相談室
（予約制）

専門の心理カウンセラー
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●外国人生活相談 毎週火曜日午前10時～午後1時
毎週木曜日午後1時～4時

ふじみの国際交流センター
電話相談は 269-6450

専門の相談員
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●成人健康相談 不定（電話申し込み時に、相談
の上決定）

保健センター 管理栄養士、保健師
保健センター
（ 258-1236）

●住民相談 毎月第1・第3木曜日（祝日の場合
翌週）午後1時～5時

役場1階住民相談室
（予約制）

弁護士、人権擁護委員、
行政相談委員

総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●子育て相談 毎週月～金曜日
随時受付

各保育所・
子育て支援センター

各保育所所長・専任の
相談員

第1保育所 258-0512
第2保育所 258-6858
第3保育所 258-9961
子育て支援センター 258-5106

●こころの
　　　健康相談

毎月第3火曜日
午後1時～3時30分（予約制）

地域生活支援センター
保健師・精神保健福祉士
・（医師）

地域生活支援センター
 274-3472

●介護相談

月～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
みずほ苑 専任の相談員（介護支

援専門員、社会福祉士
等）

在宅介護支援センター
みずほ苑 258-9488

火～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
はなまる

在宅介護支援センター
はなまる 258-7067

●福祉・生活相談
生活なんでも相談

毎週月～金曜日（年末年始･祝日除く）
午前8時30分～午後5時15分

社会福祉協議会 社会福祉協議会職員
三芳町社会福祉協議会
 258-0122

し
た
。

問 

い
合
わ
せ　

自
動
車
税
／
自
動
車

税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

050

３
７
８
６

１
２
２
２　

　

彩
の
国
み
ど
り
の
基
金
／
埼
玉
県

　

環
境
部
み
ど
り
再
生
課

　

048

８
３
０

３
１
９
０

　

５
月
〜
９
月
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
ら･･･

　

健
康
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

・
目
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
す
ぐ

屋
内
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

・
乳
幼
児
、
お
年
寄
り
、
病
弱
な
人
は
、

健
康
な
成
人
よ
り
も
被
害
を
う
け
や

す
い
の
で
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
動
車
の
使
用
を
控
え
る

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

埼
玉
県
環
境
部
青
空
再
生
課

　

048

８
５
５

１
８
６
６

職
種　

生
活
支
援
員
、

看
護
師

職 

務
内
容　

障
が
い
者
の
支
援
業

務
、

障
が
い
者
の
健
康
管
理
・

支
援
業
務
補
助

募 

集
人
員　

正
規
職
員
／
若
干
名

臨
時
職
員
／
１
名　

勤 

務
場
所　

入
間
東
部
福
祉
会
の

運
営
す
る
施
設
、

入
間
東
部
み

よ
し
の
里

勤 

務
時
間　

変
則
勤
務
（
シ
フ
ト

制
）
又
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

30
分
（
週
２
・
３
日
）
※
曜
日
・

時
間
応
相
談

勤 

務
期
間　

平
成
22
年
７
月
１
日

採
用
、

〜
平
成
23
年
３
月
31
日

　

（
更
新
可
）

給 

料
等　

当
法
人
の
給
与
規
定
に

よ
る
。
そ
の
他
各
種
保
険
制
度
あ

り
。

日
給
／
１
０

９
０
０
円
、

各
種
保
険
制
度
あ
り

受 

験
資
格　

昭
和
49
年
１
月
１
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
短
大
・

専
門
学
校
・
大
学
を
卒
業
さ
れ
た

方
、

准
・
正
看
護
師
・
普
通
自

動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方

受 

験
要
領
の
配
布
（

の
正
規
職

員
）
５
月
６
日

〜
６
月
４
日

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

ま
で
、
三
芳
町
・
富
士
見
市
・
ふ

じ
み
野
市
の
障
害
福
祉
担
当
窓
口

及
び
入
間
東
部
福
祉
会
本
部
事
務

局
で
配
布
し
ま
す
。

受 

験
申
込
期
間
（

の
正
規
職
員
）

５
月
10
日

〜
６
月
４
日

試 

験
日　

書
類
選
考
／
５
月
10
日

１
次
試
験
／
６
月
10
日

２
次
試

験
／
６
月
15
日

〜
17
日

応 

募
期
間　

看
護
師
は
、
随
時
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

（福）
入
間
東
部
福
祉
会
本
部
事
務
局 

　
（
入
間
東
部
み
よ
し
の
里
内
）

　

２
５
８

８
１
２
０

日 

時　

５
月
29
日

、
午
前
９
時
〜

午
後
６
時

対 

象
者　

三
芳
町
・
富
士
見
市
・
ふ

じ
み
野
市
に
在
住
・
在
勤
の
方

定
員　

各
30
人

申 

込
期
間　

５
月
10
日

〜
14
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

※ 

申
込
期
間
中
に
電
話
に
て
申
込
み

の
こ
と
。

問
い
合
わ
せ

　

入
間
東
部
地
区
消
防
組
合　
　
　

　

２
６
１

６
６
７
３

　

関
東
財
務
局
で
は
無
料
の
多
重
債

務
者
向
け
相
談
窓
口
を
常
設
し
て
い

ま
す
。
秘
密
厳
守
で
専
門
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。

受 

付　

平
日
／
午
前
９
〜
12
時
、
午

後
１
時
〜
５
時

問 

い
合
わ
せ　

財
務
省
関
東
財
務
局

多
重
債
務
相
談
窓
口
（
直
通
）

　

048

６
０
０

１
１
１
３

　

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
１

１

借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の

方
へ

　

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
１
号
館

　

平
成
16
年
７
月
か
ら
、
一
般
住
民

に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
致
死
性
不
整
脈
に
よ
る
突
然

死
を
救
命
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
注
目
さ
れ
、
公
共
施
設
へ

の
設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
商
店
街
を
は
じ
め
と
す
る

民
間
事
業
所
や
団
体
な
ど
の
民
間
施

設
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十

分
な
普
及
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
普
及
促
進
の
一
環
と
し

て
、
そ
の
整
備
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
、
併
せ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

会
を
実
施
し
て
救
命
率
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
は
３
ケ
年
計
画
の

最
終
年
度
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

５
月
１
日
〜
９
月
30
日

補
助
対
象
経
費　

Ａ
Ｅ
Ｄ
本
体
、
設
置

　

ス
タ
ン
ド
、
表
示
パ
ネ
ル
等

補
助
額　

補
助
対
象
経
費
の
３
／
４

　

（
上
限
30
万
円
）

問
い
合
わ
せ　

日
本
赤
十
字
社
埼
玉

　

県
支
部
事
業
部
救
護
・
講
習
課

　

048

８
２
９

２
６
８
１

　

主
な
改
正
事
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。

上
級
救
命
講
習
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
整
備
補
助
事
業
に
つ
い
て

雇
用
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま

し
た
。

１ 

非
正
規
労
働
者
の
方
の
雇
用
保

険
の
適
用
範
囲
の
拡
大
（
平
成
22

年
４
月
１
日
施
行
）

２ 

雇
用
保
険
料
率
の
変
更
（
平
成

22
年
４
月
１
日
施
行
）

３ 

雇
用
保
険
に
未
加
入
と
さ
れ
る

方
の
遡
及
適
用
期
間
の
改
善
（
今

後
施
行
予
定
）

※ 

改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も

確
認
で
き
ま
す
。

※ 

詳
し
い
改
正
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
課

　

048

６
０
０

６
２
０
８

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
沢

　

04

２
９
９
２

８
６
０
９

　

５
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。

　

忘
れ
ず
に
、
５
月
31
日

ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
！

　

※
自
動
車
税
全
般
に
関
す
る
こ
と
、

住
所
変
更
・
納
付
書
紛
失
な
ど
の
連

結
、
納
税
状
況
の
確
認
な
ど
に
つ
い

て
は
、
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
動
車
税
収
入
額
の
一
部

は
、
「
彩
の
国
み
ど
り
の
基
金
」
に

積
み
立
て
、
県
内
の
み
ど
り
の
保
全

や
創
出
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

☆
平
成
22
年
２
月
よ
り
「
自
動
車
税

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
ま

５
月
は
自
動
車
税
の
納
期

で
す
。

入
間
東
部
福
祉
会
／
正
規

職
員
及
び
臨
時
職
員
募
集

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
気
を

つ
け
て

広　　告

広報みよし

有料広告募集中

問い合わせ：秘書広報室

お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ

無料相談のお知らせ


